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ま
ち
の
話
題

　

公
民
館
講
座
合
同
開
講
式

5/13

（日）

5/13

 （日）

5/6

 （日）

地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
総
会

島
育
ち
産
業
館
朝
市

　

６
日
、
２
０
１
２
年
度
公
民
館
講
座
合
同
開
講
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
講
座
の
講
師
紹
介
や
委
嘱
状

の
交
付
を
し
た
ほ
か
、
奄
美
の
ト
ラ
さ
ん
こ
と
花
井

恒
三
さ
ん
に
よ
る
講
演
「
奄
美
の
め
ざ
す
方
向
と
生

涯
学
習
」
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
ウ
ク
レ
レ
入
門
教
室
や
絵
て
が
み
教

室
な
ど
の
基
礎
講
座
41
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室
、
島
唄

教
室
な
ど
の
自
主
講
座
18
が
開
講
し
、
６
８
５
人
が

受
講
し
ま
す
。

　

受
講
生
を
代
表
し
、
圓
和
之
さ
ん
が
「
地
域
の
振

興
・
活
力
に
な
る
よ
う
最
後
ま
で
頑
張
り
た
い
」
と

決
意
を
述
べ
、
一
年
間
の
学
習
に
意
欲
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。

　

13
日
、
島
育
ち
産
業
館
の
朝
市
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

産
業
振
興
課
の
呼
び
か
け
で
集
ま
っ
た
町
内
の
農

家
な
ど
が
、地
場
産
の
野
菜
な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室
も
開
か
れ
賑
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

　

今
後
も
毎
月
第
２
日
曜
日
に
開
催
し
、
地
産
地
消

と
地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
同
課
で
は
出
店
者
も
募
集
し
て
い
ま

す
。
町
内
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
無
料
で
出
店
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
産
業
振
興
課
（
６
２
‐

３
１
１
１
）
ま
た
は
、
島
育
ち
産
業
館
（
６
２
‐

３
９
３
１
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

龍
郷
町
地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
の
総
会
が
中

央
公
民
館
で
会
員
約

100
人
が
出
席
し
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
本
年
度
は
、「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
深
め

思
い
や
り
あ
る
地
域
づ
く
り
の
促
進
を
」
を
テ
ー
マ

に
、
福
祉
活
動
な
ど
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

本
年
度
の
事
業
計
画
で
は
、
子
育
て
、
家
庭
教
育

の
支
援
や
高
齢
者
へ
の
声
掛
け
、
環
境
啓
発
活
動
の

推
進
な
ど
の
努
力
目
標
を
掲
げ
、
夏
休
み
読
み
聞
か

せ
会
や
単
身
高
齢
者
へ
の
年
賀
状
の
送
付
、
交
通
安

全
運
動
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
な
ど
を
決
め
ま
し

た
。
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　 5/20

 （日）

A級優勝　大勝

B級優勝　龍郷

女子優勝　戸口

第
53
回
　
一
般
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　龍郷町の４大行事のトップを切って、

第５３回一般バレーボール大会が開催さ

れました。男子Ａ級７チーム、同Ｂ級に

６チーム、女子５チームの計１８チーム

が参加し、りゅうゆう館を主な会場とし

て開催されました。今大会もベテラン選

手から若い選手まで、幅広い年代の参加

があり、会場は校区を代表する選手とそ

の応援団の歓声で溢れかえり最後まで熱

気に包まれていました。

　男子Ａ級は大勝校区が３連覇、男子Ｂ級

は龍郷校区が、女子は戸口校区が優勝しま

した。

【最優秀選手】

・男子 A 級

平田　隆峰さん（大勝）

・男子 B 級

阿世知　和仁さん（龍郷）

・女　子

久保　香菜子さん（戸口）

【優良競技者】

・20 回出場

福永　徳和さん（戸口）

豊山　順也さん（赤徳）

・15 回出場

泉　公博さん（龍郷）

川畑　稔仁さん（大勝）

泉　幸司さん（戸口）

・10 回出場

濱島　裕樹さん（赤徳）

・７回出場

盛　美央さん（龍瀬）

　大会結果
　　　【男子 A 級】　　【男子 B 級】　　【女　子】
優勝：大勝校区　　　龍郷校区　　　戸口校区
２位：秋名校区　　　戸口校区　　　龍瀬校区
３位：円校区　　　　大勝校区　　　赤徳校区
３位：戸口校区　　　赤徳校区　　　大勝校区
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長
雲
通
信
第 61 回

「
梅
雨
明
け
と
奄
美
の
花
々
、

そ
し
て
皆
で
気
を
つ
け
る
こ
と
」

奄
美
自
然
観
察
の
森　

指
導
員　

宇
都
宮
英
之

み
な
さ
ん　

う
が
み
ん
し
ょ
ー
ら
。

今
年
も
昨
年
同
様
に
４
月
に
早
々
梅
雨

入
り
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
数
年
を
み

れ
ば
ど
ん
ど
ん
梅
雨
入
り
の
日
が
早
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

梅
雨
明
け
は
平
均
す
れ
ば
６
月
末
で

す
。
昨
年
は
少
し
早
か
っ
た
よ
う
で
す

が
、
だ
い
た
い
７
月
上
旬
に
梅
雨
明
け

と
な
っ
て
い
ま
す
。
実
は
心
配
な
の
は

梅
雨
の
終
わ
り
頃
の
大
雨
で
す
。

　

２
年
続
い
た
豪
雨
被
害
か
ら
川
の
砂

利
上
げ
も
進
み
、
山
道
の
工
事
も
そ
ろ

そ
ろ
最
終
段
階
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

で
も
ま
た
大
雨
が
降
れ
ば
・
・
・
山

道
は
崩
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
年

こ
そ
、
大
き
な
災
害
も
な
く
安
心
し
て

過
ご
し
た
い
と
思
う
の
は
私
だ
け
で
は

無
い
と
思
い
ま
す
。

　

と
う
と
が
な
し
。

　

さ
て
梅
雨
時
に
咲
く
花
々
で
す
が
、

集
落
の
周
り
に
は
サ
ネ
ン
バ
ナ
（
ゲ
ッ

ト
ウ
）
や
オ
キ
ナ
ワ
テ
イ
カ
カ
ズ
ラ
が

咲
き
だ
し
ま
す
。

　

少
し
山
道
を
上
が
れ
ば
セ
ン
ニ
ン
ソ

ウ
が
白
い
花
飾
り
を
松
の
木
に
飾
っ
て
い

る
と
お
も
い
ま
す
。
山
の
中
や
花
壇
の
中

に
は
カ
ク
チ
ョ
ウ
ラ
ン
が
派
手
に
咲
い
て

い
ま
す
。
も
う
少
し
で
サ
ク
ラ
ラ
ン
や

ギ
ョ
ク
シ
ン
カ
も
咲
く
で
し
ょ
う
。
山
道

の
コ
ン
ロ
ン
カ
も
今
月
中
に
は
見
ご
ろ
に

な
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
梅
雨
の
頃
が
奄
美
の
花
に
と
っ
て

は
最
も
見
ご
ろ
の
季
節
だ
と
思
う
の
で

す
。

　

そ
し
て
梅
雨
明
け
の
こ
ろ
、
ゴ
ー
ル
デ

ン
シ
ャ
ワ
ー
の
黄
色
な
花
や
ハ
イ
ビ
ス
カ

ス
の
赤
い
花
が
青
空
に
映
え
る
夏
も
も
う

す
ぐ
で
す
。

　

　

龍
郷
町
の
ふ
る
さ
と
祭
り
の
船
漕
ぎ

の
練
習
も
始
ま
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

春
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
結
果
は
い
か

が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

最
後
に
安
全
安
心
の
為
に
気
を
付
け

る
こ
と
を
追
記
し
ま
す
。

こ
の
時
期
に
動
物
と
の
事
故
が
増
え
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
ハ
ブ
と
ス
ズ

メ
バ
チ
で
す
。

　

草
刈
り
や
畑
仕
事
で
は
充
分
に
注
意

さ
れ
て
く
だ
さ
い
。（
夕
方
）
そ
し
て

雨
の
日
は
山
道
に
は
上
が
ら
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

山
道
の
崩
落
現
場
の
近
く
で
は
崩
落

し
て
も
不
思
議
は
な
い
場
所
が
ま
だ
多

く
残
っ
て
い
ま
す
。

今
日
の
お
ま
け
の
言
葉　
「
現
場
、
現

物
、
現
実
」

　

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
起
き
た
り
、
困

り
ご
と
が
あ
っ
た
り
し
ま
す
。
対
応
し

た
り
工
夫
し
た
り
す
る
と
き
に
ヒ
ン
ト

が
欲
し
い
と
き
も
あ
り
ま
す
。

　

じ
ゃ
あ　

ヒ
ン
ト
は
ど
こ
に
あ
る

か
？

　

会
議
室
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
ぶ
ん

事
務
所
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。
現
場
に

行
っ
て
、
現
物
を
見
て
、
現
実
か
ら
目

を
逸
ら
せ
な
い
こ
と
。

　

そ
う
す
れ
ば
お
そ
ら
く
何
か
ヒ
ン
ト

が
見
え
て
く
る
で
し
ょ
う
。

む
ん
つ
く
り
や　

ぬ
し
ぬ　

あ
っ
ち
い

じ　

に
ゅ
ん　

か
あ
ー
り

あ
り
が
っ
さ
ま
り
ょ
ー
た
。

ゴールデンシャワー

サクララン
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　皆さん、人権擁護委員制度をご存じですか？昭和２４年６月１日に、基本的人権の尊重を背景として人権擁

護委員法が施行されました。全国人権擁護委員連合会は、人権擁護委員法の施行日である６月１日を「人権擁

護委員の日」と定め、この日に「全国一斉特設人権相談」を実施することとしています。

　鹿児島県人権擁護委員連合会においても、県内の各市町村で特設人権相談所を開設いたします。龍郷町では、

以下の日程にて実施されます。

　相談は無料で、秘密は堅く守られます。お困りの事がございましたら、どうぞお気軽にご相談ください。

　■全国一斉特設人権相談　　平成 24 年 6 月 1 日（金）

　開設時間　午前 10 時～午後 3時

　開設場所　龍郷町中央公民館

　■私たちの町の人権擁護委員

　祝　和子（左）／松田　秀樹（中央）

　平　久美（右）

＊人権擁護委員は、各市町村長から推薦され法務大臣から委嘱を受けた民間の方々です。現在、鹿児島県内に

は約２６３名の人権擁護委員が配置されており、地域で様々な啓発活動を行ったり、地方法務局又はその支局

で人権相談を受けるなどの積極的な活動を行っています。

【お問い合わせ先】

鹿児島地方法務局（奄美支局）電話 52-0376　　　役場町民課 62-3111（内線 133）

全国一斉特設人権相談所開設

◆
Ｈ
Ｉ
Ｖ
夜
間
検
査
の

　
　
　

実
施
に
つ
い
て

「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間
」（
平
成

24
年
６
月
１
日
（
金
）
～
平
成
24

年
６
月
７
日
（
木
））
の
１
週
間

に
１
回
の
時
間
外
検
査
を
実
施
し

ま
す
。

○
日
時

　

名
瀬
保
健
所

　

６
月
４
日
（
月
）

　

17
時
00
分
～
19
時
00
分

○
受
付
方
法

　

検
査
希
望
者
は
あ
ら
か
じ
め　

予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
匿
名
可
）

○
問
い
合
わ
せ
先

　

名
瀬
保
健
所

０
９
９
７
‐
５
２
‐
５
４
１
１

　

担
当　

大
井
・
時
田
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◆
県
労
働
委
員
に
よ
る

　

「
労
働
に
関
す
る
無
料
相
談
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
開
催

　

県
で
は
、
今
後
の
奄
美
群
島
の
振
興
開
発

の
方
向
等
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
皆
様
か

ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
テ
ー
マ

は
、
奄
美
群
島
の
魅
力
、
奄
美
群
島
の
将
来

な
っ
て
欲
し
い
姿
、
奄
美
群
島
の
振
興
開
発

の
た
め
に
必
要
な
こ
と
な
ど
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
で
も
結
構
で
す
。

○
募
集
期
限

　

平
成
24
年
６
月
19
日
（
火
）

○
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

　

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

（
問
い
合
わ
せ
先
）

　

県
庁
離
島
振
興
課

　

電
話　

０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
４
４
３

◆
奄
美
群
島
の
振
興
開
発
に

　
　
　
　
　
　
　

係
る
意
見
募
集

　

平
成
24
年
６
月
１
日
か
ら
６
月
７
日
ま
で

の
１
週
間
に
わ
た
り
、
第
54
回
水
道
週
間
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

第
54
回
の
水
道
週
間
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
さ
あ
今
日
も　

水
と
元
気
が　

蛇
口
か
ら
」

で
す
。
こ
の
水
道
週
間
は
、
厚
生
労
働
省
、

都
道
府
県
を
は
じ
め
各
市
町
村
の
水
道
事
業

主
体
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
様
々
な
広
報
活

動
等
の
運
動
を
通
し
て
、
水
道
に
つ
い
て
更

に
国
民
の
理
解
と
関
心
を
高
め
、
公
衆
衛
生

の
向
上
と
生
活
環
境
の
改
善
を
図
る
と
と
も

に
、
水
道
事
業
の
さ
ら
な
る
発
展
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

第
54
回
水
道
週
間

　
　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目

的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん
で
い

ま
す
。

　

出
願
期
間
は
８
月
31
日
ま
で
。
資
料
を
無

料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
放
送

大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー
（
０
９
９
‐

２
３
９
‐
３
８
１
１
）
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ

い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
。　

　

放
送
大
学

　
　

10
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　

放
送
大
学
で
は
平
成
24
年
度
第
２
学
期

（
10
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
放
送
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の

大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

自
然
科
学
な
ど
、幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た

お　
　

知　
　

ら　
　

せ　

☆　

イ　

ン　

フ　

ォ　

メ　

ー　

シ　

ョ　

ン

　

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん

か
？
県
労
働
委
員（
公
益
委
員（
弁
護
士
等
）、

労
働
者
委
員
（
労
働
組
合
役
員
等
）、
使
用

者
委
員
（
会
社
経
営
者
等
））
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。

　

労
働
者
、
事
業
主
の
ど
ち
ら
か
ら
で
も
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
日
時

　

毎
月
第
４
火
曜
日

　

午
後
２
時
30
分
～
午
後
５
時

　
（
受
付
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

○
場
所

　

県
庁
労
働
委
員
会
（
15
階
）

○
申
込
み

　

不
要
（
予
約
可
）。
詳
し
く
は
左
記
ま
で

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
相
談
事
例

　

解
雇
・
雇
い
止
め
・
配
置
転
換
・
賃
下
げ
・

　

パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
な
ど

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

電
話　
　

０
９
９
‐
２
８
６
‐
３
９
４
３

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
９
９
‐
２
８
６
‐
５
６
５
３

◆
水
俣
病
特
措
法
に

　

基
づ
く
給
付
申
請
の
受
付
は

　

平
成
24
年
７
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

か
つ
て
水
俣
湾
や
阿
賀
野
川
等
の
魚
を
た

く
さ
ん
食
べ
、
手
足
に
し
び
れ
な
ど
の
症
状

が
あ
る
方
、
ま
た
は
、
ご
家
族
、
ご
友
人
、

お
知
り
合
い
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

ら
、
熊
本
県
、
鹿
児
島
県
、
新
潟
県
の
相
談

窓
口
に
ご
相
談
の
う
え
、
お
早
め
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
先

◇
鹿
児
島
県　

環
境
林
務
部
環
境
林
務
課

　

電
話　

０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
５
８
４

◇
熊
本
県　

環
境
生
活
部
水
俣
病
保
健
課

　

電
話　

０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
３
０
６

◇
新
潟
県　

福
祉
保
健
部
生
活
衛
生
課

　

電
話　

０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
２
０
４

　
　
　
　

０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
２
０
７

龍郷町の人口
平成24年 4月末現在

世帯数

人　口

　男

　女

前月比

2,991

6,183
　
2,982

3,201

+47
　
+80

+50

+30



お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

泉　

ハ
ル
ヱ

川
﨑　

ト
ミ
子

藤
木　

チ
ヨ

德
永　

フ
ミ
ソ

山
田　

勝
長

新
島　

彰

井　

秀
藏

里　

ス
ミ
子

奥
村　

セ
キ

中
原　

正
雄

（
97
）

（
87
）

（
89
）

（
89
）

（
91
）

（
88
）

（
85
）

（
90
）

（
99
）

（
67
）

手
広

赤
尾
木

上
戸
口

龍
郷
の
里

秋
名

愛
寿
園

手
広

中
勝

龍
郷
の
里

芦
徳

ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

【
４
月
届
出
】

緑　

空から
え英

戸
田　

想
る
う
な

奥
田　

海かの
ん音

與　

み
な
み

里
見　

春はる
く空

牧　

愛あい
こ子

重
山　

湊
み
な
と

手
広

龍
郷

瀬
留

大
勝

赤
尾
木

手
広

幾
里

保
護
者
名

優
人

陽
平

慎
太
郎

勇
介

慎
也

一
郎

忠
幸

お
礼
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

・
芦
徳
の
福
山
道
雄
さ
ん
か
ら
、
父　

福
山
清
一

さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封
。

・
赤
尾
木
の
栗
園
キ
ネ
子
さ
ん
か
ら
、
夫　

栗
園

和
雄
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封
。

・
上
戸
口
の
德
孝
子
さ
ん
か
ら
、
夫　

德
望
さ
ん

の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封
。

・
赤
尾
木
の
村
山
茂
久
さ
ん
か
ら
、
弟　

村
山
嶺

夫
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封
。

・
川
内
の
山
田
富
重
さ
ん
か
ら
、
母　

山
田
タ
ケ

さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封
。

・
奄
美
市
の
泉
正
男
さ
ん
か
ら
、
母　

泉
ハ
ル
エ

さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封
。

・
上
戸
口
の
内
田
ヨ
ツ
子
さ
ん
か
ら
、
姉　

藤
木

チ
ヨ
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封
。

・
赤
尾
木
の
大
山
カ
ツ
子
さ
ん
か
ら
、
従
姉　

川

﨑
ト
ミ
子
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封
。

広報たつごう　１０

ん
の
香
典
返
し
と
し
て
、
愛
寿
園
に
金
一
封
。

・
兵
庫
県
の
里
幸
蔵
さ
ん
か
ら
、
母　

里
ス
ミ
子

さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
、
愛
寿
園
に
金
一
封
。

・
新
島
一
文
さ
ん
か
ら
、
母　

新
島
ム
ミ
子
さ
ん

の
香
典
返
し
と
し
て
、
大
勝
集
落
、
大
勝
老
人
ク

ラ
ブ
に
金
一
封
。

・
大
勝
の
新
島
純
俊
さ
ん
か
ら
、
母　

新
島
彰
さ

ん
の
香
典
返
し
と
し
て
、
大
勝
集
落
、
大
勝
老
人

ク
ラ
ブ
に
金
一
封
。

・
赤
尾
木
の
大
山
カ
ツ
子
さ
ん
か
ら
、
従
姉　

川

﨑
ト
ミ
子
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
、
赤
尾
木
老

人
ク
ラ
ブ
に
金
一
封
。

・
奄
美
市
の
中
原
真
由
美
さ
ん
か
ら
、
夫　

中
原

正
雄
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
、
芦
徳
集
落
に
金

一
封
。

・
手
広
の
伊
勢
る
り
さ
ん
か
ら
、
父　

中
村
實
さ

ん
の
香
典
返
し
と
し
て
、
手
広
集
落
に
金
一
封
。

・
幾
里
の
肥
後
先
子
さ
ん
か
ら
、
夫　

肥
後
政
志

さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
、
秋
名
老
人
ク
ラ
ブ
稲

葉
会
、
幾
里
老
人
ク
ラ
ブ
稲
穂
会
に
金
一
封
。

・
鹿
児
島
市
の
松
永
隆
仁
さ
ん
か
ら
、
母　

松
永

ヒ
ロ
子
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
嘉
渡
集
落
、
嘉

渡
老
人
ク
ラ
ブ
に
金
一
封
。

・
秋
名
の
肥
後
末
和
さ
ん
か
ら
、
母　

肥
後
イ
ワ

さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
、
秋
名
老
人
ク
ラ
ブ
稲

葉
会
、
幾
里
老
人
ク
ラ
ブ
稲
穂
会
に
金
一
封
。

　

４
月
号
の
「
ピ
カ
ピ
カ
の
１
年
生
」
に
お
い

て
、
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
【
龍
郷
小
】

　
　

あ
ら
た
け　

あ
い
り

訂
正
と
お
詫
び

お
礼
（
そ
の
他
団
体
）

（
２
）
受
け
手
に
対
す
る
支
援
（
規
模
拡
大
加
算
）

安
定
し
た
土
地
利
用
の
確
保
を
支
援
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
役
場
産
業
振
興
課
農
政
係
ま
で

　

電
話　

０
９
９
７
‐
６
９
‐
４
５
２
４　

　

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加

な
ど
の
「
人
と
農
地
の
問
題
」
な
ど
に
よ
り
、
五

年
後
、
十
年
後
の
展
望
が
描
け
な
い
地
域
が
増
え

て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
地
域
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

地
域
の
皆
さ
ん
で
話
し
合
っ
て
プ
ラ
ン
を
作

り
、
実
行
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
「
人
と
農
地

の
問
題
」
を
解
決
し
ま
し
ょ
う
。（
こ
れ
を
未
来

の
設
計
図
と
な
る
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
と
い
い

ま
す
）

　

龍
郷
町
で
は
、地
域
で
随
時
説
明
会
を
開
催
し
、

プ
ラ
ン
の
作
成
や
就
農
者
の
増
加
、
農
地
の
集
積

を
応
援
し
ま
す
。

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
り

以
下
の
事
業
が
展
開
で
き
ま
す
。

●
新
規
就
農
者
へ
の
支
援

　

農
業
を
始
め
た
い
方
や
新
た
に
人
を
雇
い
た
い

と
考
え
て
い
る
皆
さ
ん
を
支
援
し
ま
す
。

【
青
年
就
農
給
付
金
（
経
営
開
始
型
）】 [

給
付
額]

１
５
０
万
円
／
年
（
最
長
５
年
間
）

農
業
を
始
め
て
間
も
な
い
時
期
に 

給
付
金
を
給

付
し
ま
す
。

●
農
地
集
積
へ
の
支
援

　

農
地
の
集
積
を
進
め
よ
う
と
す
る
皆
さ
ん
を
支

援
し
ま
す
。

（
１
）出
し
手
に
対
す
る
支
援（
農
地
集
積
協
力
金
）

農
地
を
出
す
こ
と
（
利
用
権
設
定
又
は
農
作
業
委

託
）
へ
の
踏
み
切
り
を
支
援
し
ま
す
。

◆
皆
さ
ん
の
地
域
の
「
人
と　

　

農
地
の
問
題
」
に
つ
い
て

　
　
　
　

考
え
て
み
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
　

（
人
・
農
地
プ
ラ
ン
）

【
４
月
届
出
】

山
田　

タ
ケ

新
島　

ム
ミ
子

（
91
）

（
96
）
川
内

大
勝

・
秋
名
の
山
田
よ
子
さ
ん
か
ら
、
夫　

山
田
勝
長

さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
、
秋
名
集
落
、
秋
名
老

人
ク
ラ
ブ
稲
葉
会
、
幾
里
老
人
ク
ラ
ブ
稲
穂
会
に

金
一
封
。

・
大
勝
の
新
島
純
俊
さ
ん
か
ら
、
母　

新
島
彰
さ



１１　広報たつごう

日 行　事　名　等 時　　間 場　　所

１（金）キッズクラブ 10：00～ どぅくさや館
３（日）家庭婦人バレーボール大会   8：30 ～ りゅうゆう館ほか

５（火）
じゃがいも会 13：30～ どぅくさや館
元気はつらつ教室 13：30～ 〃

７（木）
歯科健診 13：00～ 〃
でぃでぃクラブ 13：30～ 〃

10（日）女性健診
  8：00 ～

中央公民館
12：30～

11（月）女性健診
  8：00 ～ 中央公民館
12：30～ 秋名ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ

12（火）元気はつらつ教室 13：30～ どぅくさや館

14（木）
１歳６か月児健診 13：00～ 〃
でぃでぃクラブ 13：30～ 〃

19（火）
元気はつらつ教室 13：30～ 〃
お腹すっきり運動教室 19：30～ 〃

21（木）
じゃがいも会 13：30～ 〃
でぃでぃクラブ 13：30～ 〃

22（金）キッズクラブ 10：00～ 〃
26（火）元気はつらつ教室 13：30～ 〃

28（木）
乳児健診・ＢＣＧ予防接種 12：30～ 〃
でぃでぃクラブ 13：30～ 〃

日 行　事　名　等

６月行事予定表

★
時
間
は
放
送
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

★
高
齢
者
の
健
康
増
進
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

６月のどぅくさ会 時間　午前９時半～ /午後２時～

場所　各集落公民館

◆
目　

的

　

鹿
児
島
県
で
は
５
月
21
日
（
月
）

～
６
月
20
日
（
水
）
の
期
間
、
河
川

愛
護
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
河

川
愛
護
思
想
の
普
及
・
啓
発
活
動
を

行
う
と
共
に
、
県
民
の
み
な
さ
ま
の

自
主
的
な
河
川
愛
護
作
業
等
を
通
じ

て
、
河
川
を
大
切
に
し
、
き
れ
い
な

河
川
環
境
の
保
全
・
創
出
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

◆
目　

標

１　

河
川
を
大
切
に
す
る
心
を
養
う

２　

河
川
の
清
掃
・
美
化
に
努
め
る

３　

地
域
全
体
が
協
力
す
る
体
制
を

　
　

作
る

　
河
川
は
わ
た
し
た
ち
の
大
切
な
財
産

で
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

地
域
整
備
課
河
川
係

鹿
児
島
県
河
川
愛
護

　
　
　
　
　
　

運
動
月
間

 

５
月
21
日
～
６
月
20
日



広報たつごう　１２

集シ
マ
ジ
マ落

の
風
景

～
龍
郷
町
に
は
20
の
集
落
が
あ
り
ま
す
。
交
通

網
が
整
備
さ
れ
る
以
前
は
、
集
落
間
の
移
動
・

交
流
は
容
易
で
は
な
く
、
集
落
ご
と
に
特
色
の

あ
る
文
化
や
歴
史
、
生
活
様
式
が
あ
り
ま
し
た
。

「
集
落
の
風
景
」
で
は
、
シ
マ
ジ
マ
の
歴
史
や
現

在
の
様
子
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
～

第
十
一
回

「
川
内
集
落
」

　

北
部
大
島
を
南
北
に
縦
断
す
る
山
並

み
の
ほ
ぼ
中
央
に
は
本
茶
峠
が
位
置
し

て
い
ま
す
。
つ
づ
ら
折
り
の
旧
国
道
58

号
線
が
、
こ
の
峠
の
山
す
そ
を
這
い
な

が
ら
平
地
に
下
り
て
き
た
と
こ
ろ
に
、

民
家
が
点
在
し
て
お
り
、
そ
れ
が
川
内

集
落
で
す
。

　　

も
と
も
と
川
内
集
落
は
大
勝
集
落
の

一
地
区
で
し
た
が
、
戦
後
の
米
軍
統
治

下
の
時
代
に
大
勝
か
ら
行
政
分
離
さ
れ

ま
し
た
。
か
つ
て
は
山
間
の
奥
深
く
ま

で
畑
地
が
広
が
り
、
さ
と
う
き
び
の
収

穫
量
が
多
か
っ
た
た
め
、
本
来
、
集
落

単
位
で
持
っ
て
い
た
砂
糖
の
貯
蔵
庫
を

川
内
は
独
自
で
保
有
し
て
い
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　　

地
名
の
由
来
は
、
同
集
落
と
同
様
の

立
地
条
件
、
す
な
わ
ち
山
間
深
く
奥

ま
っ
た
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
集
落
が
、

川
内
と
称
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

地
形
的
な
も
の
に
そ
の
理
由
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

　

我
が
国
最
初
の
司
法
試
験
に
合
格
し

て
検
事
と
な
り
、
鹿
児
島
商
社
と
裁
判

所
内
部
の
汚
職
に
対
し
て
徹
底
的
に

闘
っ
た
、岡 

程
良
（
お
か
て
い
り
ょ
う
）

は
川
内
の
出
身
で
す
。
そ
し
て
、「
唐

通
事
（
と
う
つ
う
じ
）
※
」
で
西
郷
隆

盛
と
の
交
流
も
あ
っ
た
、
祖
父
の
岡 

程
進
儀
（
お
か
て
い
し
ん
ぎ
）
と
と
も

に
、
同
集
落
に
あ
る
岡
一
族
の
墓
地
で

眠
っ
て
い
ま
す
。

※
江
戸
時
代
に
置
か
れ
た
役
職
で
、
中

国
語
の
通
訳

　　　１０９人
　　　　４８世帯
平成２４年４月末

玉黄金

満
一
歳
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
子
た
ち
に

誇
れ
る
町
を
み
ん
な
で
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

5
月
生
ま
れ丸田　結愛

まるた　　　ゆい

Ｈ２３. ５. １０　生

父 一也　母 由美　玉里

ちゃん

大重　信太
おおしげ　  しんた

Ｈ２３. ５. １５　生

父 耕平　母 千草　芦徳

くん山田　きよら

やまだ

Ｈ２３. ５. ３１　生

父 良平　母 友美　川内

ちゃん

旧国道に残る三番橋

益田　京侍
ますだ　　 けいじ

Ｈ２３. ５. １３　生

父 拓郎　母 紗季　中勝

くん


